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１ i-Constructionの背景
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➢新・担い手3法の「生産性向上への取組」のうち、受発注者の責務として、「情報通信技術の活用等に
よる生産性向上」が位置付けられている（品確法、建設業法・入契法 平成26年改正、令和元年改正）。

出典：国土交通省「新・担い手三法について」令和2年9月資料を加工して作成
https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/content/001367723.pdf

https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/content/001367723.pdf


（１）i-Constructionとは

（２）i-Construction 3つのトップランナー施策

①ICT技術の全面的な活用
(ICT施工)

②全体最適の導入
(コンクリート工の規格の標準化等)

③施工時期の平準化等

➢調査・測量、設計、施工、検査等のあ
らゆる建設生産プロセスにおいてICTを
全面的に活用する。

➢ 3次元データを活用するための15の新
基準や積算基準を整備する。

➢国の大規模土工は、発注者の指定で
ICTを活用、中小規模土工についても、
受注者の希望でICT土工を実施可能
とする。

➢全てのICT土工で、必要な費用の計
上、工事成績評点で加点評価する。

➢設計、発注、材料の調達、加工、組
立等の一連の生産工程や、維持管理
を含めたプロセス全体の最適化が図ら
れるよう、全体最適の考え方を導入し、
サプライチェーンの効率化、生産性向
上を目指す。

➢平成28年は機械式鉄筋定着及び流
動性を高めたコンクリートの活用につい
てガイドラインを策定した。

➢部材の規格(サイズ等)の標準化により、
プレキャスト製品やプレハブ鉄筋等の工
場製作化を進め、コスト削減、生産性
向上を目指す。

➢公共工事は第1四半期(4月～6月)
に工事量が少なく、偏りが激しい。

➢適正な工期を確保するための2ヵ年国
債を設定した。平成29年当初予算に
おいてゼロ国債を初めて設定した。
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２ i-Constructionの概要

➢i-Construction(アイ・コンストラクション)とは、国土交通省が掲げる56個の生産性革命プロジェクトの
うちの1つで、測量から設計、施工、検査、維持管理に至る全ての事業プロセスでICTを導入することに
より建設生産システム全体の生産性向上を目指す取り組みである。

➢国土交通省は数ある取り組みの中でも下記の3つを「トップランナー施策」として定め、平成28年度から
本格的に推し進めている。



（３）i-Constructionの取り組み

出典：国土交通省「i-Construction推進コンソーシアム(第3回企画委員会)」資料を加工して作成
https://www.mlit.go.jp/tec/i-construction/pdf/01.3_kikaku_siryou1.pdf 4

２ i-Constructionの概要

➢ ICT施工の工種拡大、現場作業の効率化、施工時期の平準化に加えて、測量から設計、施工、維
持管理に至る建設プロセス全体を3次元データで繋ぎ、新技術、新工法、新材料の導入、利活用を加
速化するとともに、国際標準化との動きと連携するものである。

https://www.mlit.go.jp/tec/i-construction/pdf/01.3_kikaku_siryou1.pdf


３ 本市におけるi-Constructionの導入
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➢本市においても、新・担い手3法で謳われている「働き方改革の推進」、「生産性向上への取組」の考え
方に基づき、適正な工期設定、施工時期の平準化等の他、情報通信技術の活用等による生産性向
上を積極的に取組んでいく必要がある。

➢i-Constructionの導入によって、施工の安定性、効率性が向上することが期待される。

（１）i-Construction導入の背景（新・担い手3法）

（２）i-Constructionの導入効果

働き方改革の推進

生産性向上への取組み

施工の安定性の向上

施工の効率性の向上

適正な工期設定
施工時期の平準化（トップランナー施策）
適切な設計変更

情報通信技術の活用等による生産性向上
（i-Construction）（トップランナー施策）

若手技術者の雇用促進
将来の担い手確保
残業時間の抑制（週休2日の促進）

品質や出来形の均等性の確保
工事事故の削減
受発注者の新たな時間の創出

新3Kの魅力ある
建設現場を実現

【参考】新3K
・給料が良い
・休暇が取れる
・希望が持てる
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